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前置き
三段階のトリガーの初段(LEVEL1ト
リガー)にTGC(Endcap μトリガー
検出器)のエレクトロニクスを組み込
んだ。

ATLAS Commissioning Runの一
環として、宇宙線テストを実施

TGCエレクトロニクスの動作を検証
する。

許容
Latency

2.5μs

10ms

1s



宇宙線Commissioning Runにおける

トリガー条件

Triplet ： 2 / 3 Hit

Doublet： 3 / 4 Hit
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※この仕様は、今回のRunにおいて
TGC内のガスが

本実験で使用される

・CO2＋n-pentane(Eff99%)

ではなく、

CO2(Eff10%)

あることを理由としている。

１つのレイヤーを無視、
１つのレイヤーにダミーヒットを入れる

Coincidence条件



トリガーの流れ
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Latencyの設定
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トリガーを生成したイベント
のHitが最も多い

⇒Latencyセッティングが正

しいことを確認
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データ転送の検証

トリガーしているSLBの位置情報(η)と
SLの位置η情報を比較し

・データ転送 ・ケーブリング
について確認
⇒ ケーブルの破損・スワップを修復

η方向での
SLB Wire Hit情報と
SLのR-φCoincidence Hit情報
の比較

→Consistentであると確認
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トリガーレート

time(min)

R
ate(H

z)

2.5 HzC-Side

3.3 HzA-Side
SLのトリガーレートを測定

⇒長時間安定した動作ができていることを確認



問題点
異常なトリガーレート

０、もしくは非常に高いレートになる

原因

・TGCでのThreshold,HighVoltageが落ちている

⇒確認後、かけなおすことで対応

SL入力におけるOptical Linkのエラー
SLの入力Linkにエラーが出力される

⇒自動リセット機能、

及び手動リセットで対応（原因は追求中）



まとめ

TGCトリガーエレクトロニクスをATLAS全体に組み込み

動作させた。

Commissioning Runを通して、トリガーとリードアウトを

出すことができた。

エレクトロニクス間の情報を検証し、データ転送エラーや
Linkの不安定な箇所を発見できた。

今後、全セクターのCommissioningをおこなうこと、高

レートにおけるトリガーの検証が必要となる。


